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2広報なかがわ　平成18年5月10日

那
珂
川
町
新
議
会
議
員

18
人
決
ま
る

新
人
２
人
女
性
議
員
２
人
当
選

合
併
に
よ
る
在
任
特
例
の
任
期

満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
が

四
月
十
一
日
に
告
示
さ
れ
、
十
六

日
、
町
内
二
十
九
ヵ
所
で
投
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
合
併
後
初
の
選
挙
と

あ
っ
て
、
定
数
が
十
四
議
席
減
の

十
八
議
席
中
、
現
職
十
七
人
（
う

ち
女
性
候
補
二
人
）、
新
人
三
人

が
立
候
補
す
る
少
数
激
戦
と
な
り

ま
し
た
。

那
珂
川
町
の
当
日
有
権
者
数
は

一
万
六
千
五
百
七
人
。
投
票

率
は
七
十
九
・
〇
一
％
で
、
前

回
（
平
成
十
五
年
）
の
投
票
率
、

馬
頭
町
は
八
十
四
・
四
六
％
を

五
・
四
五
ポ
イ
ン
ト
、
小
川
町
の

八
十
六
・
三
〇
％
を
七
・
二
九
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

開
票
所
と
な
っ
た
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室
で
は
、
立
会
人

や
参
観
人
が
見
守
る
中
、
午
後

十
一
時
十
分
に
は
十
八
人
の
当
選

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
議
員
の
顔
ぶ
れ
は
現
職
十
六

人
、
新
人
二
人
。
党
派
別
で
は
無

所
属
が
十
六
人
、
公
明
党
一
人
、

日
本
共
産
党
一
人
と
な
り
ま
し

た
。

　　　　（小数点以下切り捨て）

候補者氏名　得票数
福島　泰夫　1,200
鈴木　雅仁　　861
原田　照信　　846
川上　要一　　814
岩村　文郎　　781
橋本　　操　　739
大金　伊一　　662
大金　市美　　658
鈴木　和江　　656
小川　洋一　　640
桑原　勇一　　637
益子　明美　　624
小林　　盛　　607
石田　彬良　　565
薄井　和平　　556
阿久津武之　　545
大森　富夫　　523
杉本　益三　　404

　　小泉　　賢　　383
　　小杉　正雄　　224

那
珂
川
町
議
会
議
員
選
挙
各
投
票
区
別
の
投
票
結
果
那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
確
定
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3 広報なかがわ　平成18年5月10日

石田　彬良　矢又2470-2

無所属　現（63）①
鈴木　和江　大山田上郷 957

無所属　現（59）①
川上　要一　小川2109-1

無所属　現（56）①
福島　泰夫　芳井875

無所属　現（55）①

薄井　和平　小川679-1
無所属　現（71）①

小川　洋一　松野594
無所属　現（62）①

岩村　文郎　松野570
無所属　現（55）①

鈴木　雅仁　富山178
無所属　新（32）①

阿久津武之　久那瀬1553-2

無所属　現（56）①
桑原　勇一　矢又14-1

公明党　現（59）①
橋本　　操　小川1342-4

無所属　現（56）①
原田　照信　谷川189

無所属　新（57）①

大森　富夫　小口186
日本共産党　現（58）①

益子　明美　馬頭1519-21

無所属　現（47）①
大金　伊一　馬頭1435

無所属　現（68）①

杉本　益三　片平294-3
無所属　現（70）①

小林　　盛　和見1896
無所属　現（55）①

大金　市美　大内450
無所属　現（50）①

那
珂
川
町
議
会
議
員
の
顔
ぶ
れ

右
上
か
ら
左
下
へ
得
票
順
・
カ
ッ
コ
内
は
年
齢

　
　
　
　
　
　

○
数
字
は
当
選
回
数　

敬
称
略
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議長に杉本益三氏
　副議長に石田彬良氏を
　　　　　　　　　選出

　

五
月
二
日
、
第
三
回
町
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
、
議
長
・
副
議
長

の
選
挙
、
各
常
任
委
員
の
選
任
な

ど
議
会
の
構
成
等
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

会
議
に
は
、
議
員
十
八
人
全
員

が
出
席
し
、
投
票
の
結
果
那
珂
川

町
二
代
議
長
に
、杉
本
益
三
氏
が
、

副
議
長
に
、
石
田
彬
良
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
に
福
島
泰
夫

氏
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
等
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）石田彬良副議長 杉本益三議長

　

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

総
務
企
画
常
任
委
員
会　

◎
鈴
木　

和
江　

○
鈴
木　

雅
仁

　

小
林　
　

盛　
　

大
金　

市
美

　

小
川　

洋
一　
　

杉
本　

益
三

教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎
川
上　

要
一　

○
原
田　

照
信

　

益
子　

明
美　
　

阿
久
津
武
之

　

桑
原　

勇
一　
　

薄
井　

和
平

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
岩
村　

文
郎　

○
橋
本　
　

操

　

福
島　

泰
夫　
　

石
田　

彬
良

　

大
金　

伊
一　
　

大
森　

富
夫

議
会
運
営
委
員
会

◎
大
金　

市
美　

○
小
川　

洋
一

　

岩
村　

文
郎　
　

川
上　

要
一

　

鈴
木　

和
江　
　

桑
原　

勇
一

議
会
広
報
特
別
委
員
会

◎
阿
久
津
武
之　

○
益
子　

明
美

　

鈴
木　

雅
仁　
　

大
金　

市
美

　

川
上　

要
一　
　

薄
井　

和
平

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員

　

小
林　
　

盛　
　

阿
久
津
武
之

　

薄
井　

和
平　
　

桑
原　

勇
一

　

小
川　

洋
一　
　

大
金　

伊
一

水
道
週
間
と
は
？

　

水
道
週
間
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
水
道
に
つ
い
て
、
理
解
や
関
心

を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
普
段
、
何

気
な
く
使
っ
て
い
る
水
道
の
大
切

さ
を
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
内
の
給
水
管

が
破
損
し
、
漏
水
し
て
い
る
と
、

大
切
な
水
の
無
駄
づ
か
い
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

漏
水
の
早
期
発
見
・
修
理
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

漏
水
点
検
を
し
て
み
ま
し
�
う
！

　

ご
家
庭
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉

め
、
メ
ー
タ
ー
器
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ン
プ（
銀

色
）
が
回
っ
て
い
た
ら
漏
水
と
思

わ
れ
ま
す
。
町
指
定
業
者
に
連
絡

し
、す
ぐ
に
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
で
管
理
す
る
の
は
水

道
本
管
で
す
。
そ
れ
以
外
は
、
所

有
者
ま
た
は
使
用
者
の
管
理
と
な

り
ま
す
。
何
か
不
明
な
点
は
、
上

下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

水
道
週
間
サ
�
ビ
ス

　

上
下
水
道
課
で
は
、
水
道
週
間

に
合
わ
せ
て
修
理
用
の
蛇
口
コ
マ

が
必
要
な
方
に
、
無
料
で
コ
マ
の

配
布
を
行
い
ま
す
。

配
付
期
間　

　

６
月
１
日
〜
６
月
７
日

配
付
場
所

　
　

上
下
水
道
庁
舎
（
久
那
瀬
）

配
付
個
数

　
　

一
世
帯
二
個
ま
で

６月１日から６月７日は

水道週間です
～安全と おいしさごくり 水道水～

問い合わせ　上下水道課　☎ 0287―92―2002

第３回
町議会臨時会

URL
http:/

/www.h
orsehe

ads.or
g/
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アメリカ　ホースへッズ村から

親善訪問団来町
　平成５年４月から姉妹都市となったアメリカのホースヘッズ村
からの親善訪問団員９名は、４月 15日から 20 日までの６日間、
那珂川町を訪れました。
　この間訪問団の皆さんは、歓迎レセプションや町内の各施設訪
問などで町民と交流を深めました。学生の６人は、馬頭地区と小
川地区へ分かれてホームスティし、那珂川町での６日間をホスト
ファミリーと共に楽しみました。ホースヘッズ村の皆さんが那珂
川町を訪問するのは合併前の訪問を含めると今回で 10 回目とな
りました。訪問の様子を紹介します。

エレナ・アルジェ
ンティエリさん

エリー・モレロ
ウさん

ジェイサン ・ワ
イズさん

ヴィンセント・
イーゾウさん

ジ ョ ウ セ フ・
ヴェイガさん

チャールズ・バ
ルグマンさん

ヴィッキー・
カーチャックさん

ジャネット・キー
ナさん

ロバート・モレ
ロウさん

ホストファミリー三好家と ホストファミリー竹原家と ホストファミリー山田家と

さよならパーティーから まほろば太鼓体験 小砂焼体験中 書道体験中 大山田小

URL
http:/

/www.h
orsehe

ads.or
g/



6

　

馬
頭
地
区
の
住
民
説
明
会
の
中

で
出
た
質
問
と
回
答
か
ら
、
今
月

号
は
、
主
に
テ
レ
ビ
の
視
聴
と
高

度
化
事
業
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。

Ｑ
13　

テ
レ
ビ
番
組
を
見
る
の

に
は
今
の
ま
ま
で
十
分
な
の
に
�

三
十
二
億
円
も
か
け
て
�
デ
ジ
タ

ル
化
�
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う

の
で
す
が
�

Ａ
13　

放
送
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
」

は
町
が
独
自
に
計
画
し
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
施
策

で
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
替
わ
る
の
で
す
。

　

８
回
目
の
今
回
は
、

①
説
明
会
Ｑ
＆
Ａ
（3）
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
馬
頭
地
区

　

住
民
説
明
会
か
ら

②
小
川
地
区
住
民
説
明
会

③
馬
頭
地
区
加
入
希
望
調
査
結
果

④
集
合
住
宅
の
管
理
者
・
所
有
者
の
方
へ

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
【
説
明
会
Ｑ
＆
Ａ
（3）
】 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

馬
頭
地
区
住
民
説
明
会
か
ら

　

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日

で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
た

め
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
翌
日
か

ら
テ
レ
ビ
番
組
が
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
が
今
と
同
じ
よ

う
に
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
る
よ
う
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
14　

国
が
進
め
て
い
る
ア
ナ
ロ

グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
意
図
は
何

で
す
か
？

Ａ
14　

国
に
お
い
て
は
、
携
帯
電

話
の
普
及
も
あ
っ
て「
電
波
帯
域
」

が
不
足
し
て
き
て
い
る
た
め
、
効

率
よ
く
送
信
で
き
る
「
デ
ジ
タ
ル

波
」
を
有
効
に
活
用
し
、
幅
広
く

多
量
の
情
報
を
や
り
取
り
し
て
い

く
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

は
、
町
が
独
自
に
デ
ジ
タ
ル
化
に

替
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

国
の
施
策
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
に

伴
い
、
ア
ナ
ロ
グ
波
の
Ｃ
Ｔ
Ｂ
を

デ
ジ
タ
ル
波
に
対
応
で
き
る
よ
う

整
備
し
、
併
せ
て
、
行
政
情
報
が

容
易
に
見
ら
れ
た
り
、
利
用
度
が

増
加
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
な
ど
を
整
備
し
て
い
く
も
の

で
す
。

テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く

な
�
ち
ま
う
ぜ
�

今のままでいいさ

それは大変だ

知らなかった

Ｑ
15　

ケ
�
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

し
な
い
場
合
�
テ
レ
ビ
を
見
る
た

め
だ
け
な
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

で
す
か
？

Ａ
15　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
用
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
だ
け
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
見
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
な
い
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
よ
う
と
し

た
場
合
は
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
を
個
人
で
購

入
し
て
接
続
す
る
か
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
テ
レ

ビ
（
一
般
的
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
」）
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
の
設
置
も
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
地
形
な
ど
の
関
係
か
ら
受
信

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す

れ
ば
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
」
の
役
割
を
も
持
つ

「
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
セ
ッ
ト
・
ト
ッ
プ
・

ボ
ッ
ク
ス
）」
を
一
台
無
償
で
お

貸
し
し
ま
す
し
、
ア
ン
テ
ナ
も
不

要
と
な
り
ま
す
か
ら
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
16　

現
在
Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
加
入
し
て

い
な
い
の
で
す
が
�
地
上
デ
ジ
タ

ＵＨＦアンテナ

ＶＨＦアンテナ

交
換
が
必
要

広報なかがわ　平成18年5月10日



私
も
加
入
希
望
を
出

し
て
お
こ
う
か
し
ら

7

ル
放
送
に
な
�
て
ど
う
な
る
の

か
�
自
分
は
ど
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
16　

小
川
地
区
の
町
民
及
び
現

在
Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
加
入
し
て
い
な
い
馬

頭
地
区
の
町
民
の
場
合
は
、
Ｑ
15

で
お
答
え
し
た
も
の
と
同
様
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
矢
板
中
継
局
や
馬
頭
中

継
局
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

再
送
信
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
段
階
で
は
、
ま
だ
送
信
さ

れ
て
い
な
い
の
で
受
信
状
態
が
確

認
で
き
ま
せ
ん
。
地
形
や
立
地
条

件
に
よ
り
受
信
で
き
る
場
合
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、「
こ
う
な
り

ま
す
よ
」
と
断
言
で
き
ま
せ
ん
。

一
部
の
地
域
で
は
受
信
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
17　

Ｃ
Ｓ
チ
�
ン
ネ
ル
は
ど
の

く
ら
い
を
考
え
て
い
る
の
で
す

か
？

Ａ
17　

容
量
は
四
十
八
チ
ャ
ン
ネ

ル
程
度
の
確
保
が
可
能
で
す
。
Ｃ

Ｓ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
送
信
は
、「
番

組
を
配
信
会
社
か
ら
買
う
」
こ
と

に
な
り
、
需
要
（
要
望
）
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
有
効
で

合
理
的
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
択
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｓ

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
要
望

に
答
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

②
小
川
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
高
度
化
事
業
住
民
説
明
会

　

五
月
ご
ろ
に
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
小
川
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
高
度
化
事
業
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
小
川
全
地
区
全
域
対
象

・
五
月
二
十
七
日
（
土
）、
六
月

　

十
七
日
（
土
）
の
二
回

・
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ

　

や
か
共
生
館

◇
各
行
政
区
対
象

・
五
月
二
十
五
日
〜
六
月
十
五
日

・
小
川
公
民
館
、
各
地
区
集
会
施

　

設
・
各
行
政
区
の
日
程
及
び
開
催
場

　

所
は
、
回
覧
で
お
知
ら
せ
い
た

　

し
ま
す
。

◇
薬
利
・
芳
井
地
区
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
同

　

受
信
施
設
加
入
者
対
象

・
日
程
及
び
開
催
場
所
は
、
回
覧

　

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
�

◇
浄
法
寺
地
区
東
京
電
力
テ
レ
ビ

　

共
同
受
信
施
設
加
入
者
対
象

・
日
程
及
び
開
催
場
所
は
、
後
日

　

個
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

③
馬
頭
地
区
加
入
希
望
調
査
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

馬
頭
地
区
の
加
入
希
望
調
査
に

つ
い
て
は
、
短
期
間
に
も
か
か
わ

ら
ず
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
新
し
い

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
に
つ

い
て
、
加
入
状
況
の
事
前
把
握
と

各
個
人
（
世
帯
）
の
加
入
意
志
の

確
認
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で

す
。

・
回
答
率
（
個
人
）

　
　

八
十
二
・
〇
％

・
加
入
希
望
率

　
　

回
答
者
の
八
十
三
・
九
％

　

（
各
率
は
四
月
二
十
日
現
在
）

　

今
後
の
加
入
促
進
の
た
め
に

も
、
次
の
よ
う
な
方
は
、
高
度
情

報
化
推
進
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
馬
頭
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

・
馬
頭
地
区
に
居
宅
や
事
務
所
・

　

店
舗
を
構
え
て
い
る
方

・
ま
だ
回
答
さ
れ
て
い
な
い
方
や

　

事
業
所

・
す
で
に
回
答
し
た
が
変
更
し
た

　

い
方

・
別
荘
等
を
所
有
す
る
町
外
の
方

・
加
入
希
望
調
査
書
が
配
布
さ
れ

　

な
か
っ
た
事
業
所

　

な
お
、
小
川
地
区
の
加
入
希
望

調
査
は
、
本
年
十
一
月
ご
ろ
に
な

る
予
定
で
す
。

④
集
合
住
宅
の
管
理
者
・
所
有

者
の
方
へ

　

ア
パ
ー
ト
や
社
員
寮
な
ど
の
集

合
住
宅
の
場
合
、
入
居
者
個
人
が

加
入
申
し
込
み
を
行
な
う
場
合

と
、
家
主
が
一
括
し
て
加
入
申
し

込
み
を
す
る
場
合
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

各
集
合
住
宅
の
対
応
に
つ
い

て
、
建
物
の
所
有
者
に
対
し
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
及
び
設
置

に
つ
い
て
照
会
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
と
は
、
ど
こ
に
い

て
も
状
況
に
応
じ
て
利
用
者
の
便
宜

を
図
っ
て
く
れ
る
環
境
を
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
や
携
帯
電
話
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ

等
に
よ
る
広
範
囲
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
よ
っ
て
実
現
し
て
し
ま
う
と

い
う
も
の
。

※
１

広報なかがわ　平成18年5月10日
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現
在
、
県
で
は
和
見
・
小
口
地

区
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
備
中
沢
に

県
営
の
最
終
処
分
場
の
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
「
産
業
廃
棄
物
」

や
「
最
終
処
分
場
」
と
言
っ
て
も

正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
面
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
か
ら
そ
ん

な
疑
問
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
を
し

て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は

ご
み
の
種
類
（
一
般
廃
棄
物
、
産

業
廃
棄
物
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

私
た
ち
が
生
活
を
し
て
い
く
中

で
ご
み
は
必
ず
出
て
し
ま
い
ま

す
。
工
場
な
ど
で
も
製
品
を
製
造

す
る
際
に
ご
み
が
必
ず
出
ま
す
。

こ
れ
ら
出
た
ご
み
を
「
廃
棄
物
」

と
呼
び
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
る

と
次
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

一
般
廃
棄
物

　

家
庭
か
ら
出
る
主
に
生
活
の
中

か
ら
発
生
す
る
ご
み
で
産
業
廃
棄

物
以
外
の
ご
み

産
業
廃
棄
物

　

工
場
等
か
ら
出
る
事
業
活
動
の

中
か
ら
発
生
す
る
ご
み
で
品
目
が

定
め
ら
れ
た
も
の
（
20
種
類
）

北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
７
）

　

同
じ
ご
み
で
も
家
庭
か
ら
出
れ

ば
「
一
般
廃
棄
物
」
、
工
場
等
か

ら
出
る
と
「
産
業
廃
棄
物
」
と
な

り
ま
す
。

　

以
上
、
一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃

棄
物
の
違
い
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
次
回
は
こ
の
廃
棄
物
の
処
理

先
で
あ
る
「
最
終
処
分
場
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
（平成17年度第４回年間変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。

調査項目　　健康項目、生活環境項目、その他
採 水 日　　平成18年２月13日
採水場所　　１　周辺環境水
　 　　　　　（1）投棄地直下河川
　 　　　　　（2）小口川上流
　　　　　　２　投棄現場
　　　　　　 （3）投棄地下流側浸出水
　 　　　　　（4）投棄地内浸出水
調査結果

　⇒周辺への汚染拡大の兆候は認められない。

　詳細については環境整備対策室（☎0287－92－1110）にお問い
合わせください。

広報なかがわ　平成18年5月10日
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　まだ学校訪問が始まらないため町内の宝物である
児童の話の代わりに、今回は私が子どもだったころ、
ちょっと変わった方法で家族からもらった小づかいに
ついて紹介します。
　小学生の時はお金がなくても色々な遊びができまし
た。近くにあったオレンジ森の中でかくれんぼやトカ
ゲつかみをしたり、車庫の前でテニスボールとバット
で野球をしたりして結構友だちと満喫しました。
　しかし一人で遊ぶ時、私は野球カードを居間のカー
ペットの上に広げて、ビー玉と鉛筆で「野球」をしま
した。野球カードを集めるために私は小づかいが欲し
くなりました。友だちの家庭では、小づかいは定額で
支払われていました。友人のドニー君は週５ドル、マー
ク君は２０ドル。最初は両親が私の欲しい物を買った
り、買わなかったりして、買う権利は私にありません
でした。しかし、私が両親に小づかいをうるさく求め
たので、ある日ブラックバーン家の小づかいシステム
が実施されました。

　まず、基本の手伝いがありました。たとえばゴミを
外に出したり、皿洗いを手伝ったりすることが基本の
手伝いでした。これには小づかいが付きません。
　そして、小づかいが付く手伝いもありました。車を
洗ったら１ドル。父の靴を磨いたら１足につき２ドル。
車をワックスで磨いたら５ドル。居間の拭き掃除をし
たら１ドル。しかし、この小づかいが支払われるため
には基本の手伝いをすることが条件でした。
　実施当初、私は高額の手伝いをねらい、何回も「お
父さん、靴が汚れていませんか？」、「車が汚れている
ようですね。洗ってワックスをかけましょうか？」等
と聞いたりしました。
　ただし、私は小づかいがもらえる手伝いを一生懸命
に頑張っていても、基本の手伝いを前の週にやらな
かったら１セントももらえませんでした。
　この小づかいシステムで、私は仕事に対して大切な
ことを学びました。それは、やりたい仕事とやりたく
ない仕事がありますが、「おいしい」仕事をする前に、
「面倒くさい」仕事を済ましたほうがいいということ
です。
振り返ってみれば、これはブラックバーン家の基本教
育方針でした。肉を食べる前にサラダを完食すること
とか、友達と遊ぶ前に宿題を済ますことも条件でした。
みなさんのご家庭ではどうしていますか？

手伝いと小づかい

　

小
川
第
一
保
育
園
は
小
川
小
学

校
の
東
隣
に
あ
り
ま
す
。
十
八
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
子
ど
も
た
ち
は

進
級
し
た
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い
に

「
せ
ん
せ
い
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
登
園
し
て
き
ま
す
。　

　
　

五
才
児
に
年
長
組
に
な
っ
た

気
持
ち
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
、
「
運
動
会
が
楽
し
み
」｢

発

表
会
が
ん
ば
る｣

と
頼
も
し
い
こ

と
ば
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
初
め
て
の
行
事
は
お

花
見
会
で
し
た
。
桜
の
花
の

下
、
紅
白
幕
の
前
で
『
ヨ
サ
コ

イ
ソ
ー
ラ
ン
』
を
踊
り
、
「
ヤ

ー
！
」
の
か
け
声
、
そ
し
て
、

草
だ
ん
ご
を
ほ
お
ば
り
ま
し

た
。
花
も
よ
し
、
人
も
よ
し
、

だ
ん
ご
も
よ
し
と
い
う
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
十
二
日
に
は
親
子
交

通
安
全
教
室
が
あ
り
、

保
護
者
の
方
々
が
集
ま

る
と
ど
う
し
て
も
見
せ

た
い
と
大
ハ
ッ
ス
ル
の

子
ど
も
た
ち
。
急
き
ょ

そ
の
場
を
設
け
披
露
す

る
と
大
拍
手
を
受
け
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

大
成
功
！
と
い
う
顔
が

印
象
的
で
し
た
。
「
小

川
第
一
保
育
園
十
八
年

度
物
語
」
の
は
じ
ま
り

は
じ
ま
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
待

ち
受
け
て
い
る
か
楽
し

み
で
す
。

　

子
ど
も
育
て
隊
と
称

し
、
保
護
者
と
協
力
し

て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

経
験
し
、
感
動
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
町
民
の
皆
さ
ま
、
近
く

へ
来
た
時
は
ぜ
ひ
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

小川第一保育園から

こんにちはこんにちは

シリーズ 施設巡り

広報なかがわ　平成18年5月10日
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故  
髙
橋
平
藏
氏
に

正
六
位
瑞
宝
双
光
章

　

去
る
一
月
十
四
日
に
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
元
小
川
町
立
小
川

小
学
校
長
髙
橋
平
藏
氏
（
小
川
）

は
、
生
前
の
功
績
に
対
し
て
正
六

位
瑞
宝
双
光
章
に
叙
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

深
沢
嘉
雄
さ
ん
が

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

　

平
成
十
七
年
度
栃
木
県
こ
ん
に

ゃ
く
立
毛
共
進
会
に
お
い
て
大
山

田
下
郷
の
深
沢
嘉
雄
さ
ん
が
最
優

秀
賞
及
び
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
祝
賀
会
の
席
上
、
深
沢
さ

ん
は
「
こ
の
受
賞
は
一
個
人
の
力

で
は
な
く
、
皆
さ
ま
方
の
お
力
添

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
農
業
振
興
の
一
端
を
担

い
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

小
川
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
員
が
全
国
ホ
ー
プ

ス
選
抜
大
会
で
健
闘

　

三
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日

に
か
け
て
、
越
谷
市
で
開
催
さ
れ

た
第
三
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
大

会
で
、
小
川
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
員
三
名
が
出
場
し
、
全
国
か
ら

選
抜
さ
れ
た
四
十
八
チ
ー
ム
と
戦

い
、
健
闘
し
ま
し
た
。

　

川
上
愛
可
さ
ん
（
小
川
小
五

年
）、
豊
田
真
望
子
さ
ん
（
同
五

年
）
は
そ
れ
ぞ
れ
予
選
の
鹿
児
島

戦
、
二
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
福
島

Ｂ
戦
で
勝
ち
星
を
挙
げ
、
チ
ー
ム

の
勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。ま
た
、

関
陽
香
さ
ん
（
同
四
年
）
も
三
位

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
福
岡
戦
で
ゲ
ー

ム
オ
ー
ル
の
接
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

韓
国
の
ロ
ー
タ
リ
ー
メ

ン
バ
ー
と
交
流

馬
頭
小
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

四
月
十
二
日
、
馬
頭
町
商
工
会

館
会
議
室
で
韓
国
の
国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
五

名
が
来
町
し
、
歓
迎
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
長
並
び
に
川
崎
町
長

の
あ
い
さ
つ
後
、
当
町
の
メ
ン
バ

ー
二
十
三
名
と
会
食
し
、
そ
の

後
、
広
重
美
術
館
や
馬
頭
院
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

五
名
の
団
員
の
一
人
（
四
十
歳

の
女
性
）
が
佐
藤
秀
夫
さ
ん
（
小

川
）
宅
に
四
泊
五
日
滞
在
し
、
日

本
の
文
化
や
生
活
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。

春
の
花
が
次
々
と
開
花

カ
タ
ク
リ
山
公
園
・
梅

曾
公
園
な
ど
に
約
三
万

人
が
訪
れ
る

　

二
月
初
め
か
ら
四
月
に
か
け

て
、
梅
曾
公
園
や
ふ
る
さ
と
の
森

公
園
、
カ
タ
ク
リ
山
公
園
で
春
を

彩
る
か
れ
ん
な
花
が
次
々
と
開
花

し
、
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

カ
タ
ク
リ
山
公
園
で
は
ザ
ゼ
ン

ソ
ウ
か
ら
始
ま
り
、
カ
タ
ク
リ
、

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
、
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
な
ど
が

次
々
と
開
花
し
、
四
月
九
日
を
ピ

ー
ク
に
延
べ
三
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

来
町
者
は
、
薄
紫
色
の
可
憐
な

カ
タ
ク
リ
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
魅
せ

ら
れ
ま
し
た
。

左から豊田さん、川上さん、関さん

深沢嘉雄さん・美惠子さんご夫妻
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各
学
校
・
幼
稚
園
で
入
学
式

　

各
中
学
校
が
四
月
十
日
、
小
学

校
が
十
一
日
、
幼
稚
園
が
十
二
日

に
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
・
入
園
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
学
校
・
幼
稚
園
生
活
に

夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
新
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
早
く
慣
れ

て
た
く
さ
ん
友
だ
ち
を
作
り
、
楽

し
い
毎
日
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
小
学
校
・
中
学
校
の

一
年
生
の
人
数
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
馬
頭
小
学
校　
　
　
　
　

50
名

・
健
武
小
学
校　
　
　
　
　

８
名

・
和
見
小
学
校　
　
　
　
　

５
名

・
大
内
小
学
校　
　
　
　
　

７
名

・
谷
川
小
学
校　
　
　
　
　

３
名

・
武
茂
小
学
校　
　
　
　
　

５
名

・
大
山
田
小
学
校　
　
　
　

16
名

・
馬
頭
西
小
学
校　
　
　
　

18
名

・
小
川
小
学
校　
　
　
　
　

39
名

・
薬
利
小
学
校　
　
　
　
　

１
名

・
小
川
南
小
学
校　
　
　
　

14
名

・
馬
頭
中
学
校　
　
　
　
　

109
名

・
馬
頭
東
中
学
校　
　
　
　

29
名

・
小
川
中
学
校　
　
　
　
　

87
名

入学・入園入学・入園

薬　利　小 馬　頭　小 馬　頭　小

薬　利　小 馬頭東中 武　茂　小

馬　頭　中 馬頭東中

馬　頭　中 小　川　中
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気
に
な
る
〝
た
ば
こ
〞

　

世
界
禁
煙
デ
ー
は
、
禁
煙
推
進

に
む
け
て
の
世
界
行
動
の
日
で

す
。
た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な

い
人
も
「
た

ば
こ
と
健
康
」

に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ

う
。

な
ぜ
、
た
ば
こ
を
吸
う
の
か
？

　

た
ば
こ
が
か
ら
だ
に
良
い
と
思

っ
て
吸
っ
て
い
る
人
は
お
そ
ら
く

い
な
い
で
し
ょ
う
。
で
は
、
な
ぜ

多
く
の
人
が
た
ば
こ
を
吸
う
の
で

し
ょ
う
か
。
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
は
、
頭
脳
を
覚
醒
さ
せ

た
り
、
緊
張
を
ほ
ぐ
す
鎮
静
効
果

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

を
示
す
場
合
も
あ
り
、
喫
煙
者
は

そ
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。

吸
わ
な
い
人
に
も
害
が
あ
る
？

　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
喫
煙

者
の
近
く
に
い
る
こ
と
で
、
た
ば

こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を

「
受
動
喫
煙
」
と
い
い
ま
す
。
た

ば
こ
の
害
は
、
吸

う
人
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
煙
を

吸
い
込
む
他
の
人

へ
の
影
響
も
考
え

な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

家
族
や
周
囲
の
人
も
大
迷
惑

　

た
ば
こ
の
先
か
ら
漂
う
煙
（
副

流
煙
）
の
害
を
考
え
る
と
、
子
ど

も
の
い
る
場
所
や
食
事
を
し
て
い

る
人
の
前
で
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
こ
と
で
す
。
吸
う
と
き
に
は

換
気
に
気
を
つ
け
る
、
分
煙
を
す

る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

家
族
や
周
囲
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
、
節
煙
・
禁
煙
に
ト
ラ
イ
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

節
煙
・
禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン

は
、
中
枢
神
経
を
刺
激
し
て
強
い

依
存
性
を
も
た
ら
す
物
質
で
す
。

た
ば
こ
が
切
れ
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ

す
る
、
集
中
で
き
な
い
、
眠
れ
な

い
な
ど
の
症
状
が
で
て
、
や
め
よ

う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
や
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の
は

「
意
思
の
弱
さ
」
の
せ
い
で
は
な

く
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
禁

煙
を
補
助
す
る
薬
を
処
方
す
る
医

師
に
相
談
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
禁
煙
グ
ル
ー
プ
に
参

加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

未
成
年
者
は
必
ず
禁
煙
を

　

未
成
年
期
に
喫
煙
を
始
め
た
人

は
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た

人
よ
り
も
、
た
ば
こ
の
被
害
を
受

け
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
若
い
細
胞
の
方
が
、
有
害

物
質
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め

で
す
。

　

10
代
の
喫
煙

は
、
将
来
的
に
、

健
康
上
の
問
題

を
生
む
危
険
が

よ
り
高
く
な
る

の
で
す
。

人権擁護委員制度をご存知ですか？
　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。
全国人権擁護委員連合会では、６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を中心として皆さん
とともに一層の人権思想の啓発に努めることを申し合わせています。
　那珂川町には法務大臣から委嘱を受けた次の人権擁護委員がいます。

　　　◇ 藤　澤　義　弘　　　三　　　輪　　☎０２８７－９６－２４６４
　　　◇ 長谷川　久　夫　　　小　　　川　　☎０２８７－９６－２５６５
　　　◇ 大　金　　　進　　　大　　　内　　☎０２８７－９２－３８６９
　　　◇ 髙　林　和　男　　　大山田下郷　　☎０２８７－９３－０１０２
　　　◇ 髙　田　　　敬　　　馬　　　頭　　☎０２８７－９２－２３７０
　　　◇ 岡　　　豊　子　　　久 那 瀬　　☎０２８７－９２－５６０４
　　　◇ 薄　井　忠　惠　　　小　　　川　　☎０２８７－９６－４３９８

　相談は無料で秘密は守られます。お気軽にご相談ください。
なお、６月１日午後１時から３時まで馬頭総合福祉センターと小川総合福祉センターにおいて特設人
権相談所が開設されます。

広報なかがわ　平成18年5月10日

たばこたばこ
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俳　

句

朧
夜
や
夢
の
中
に
も
母
の
居
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　

堀
江　

直
子

バ
ス
停
を
一
つ
乗
り
越
す
お
ぼ
ろ
か
な　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

小
川
の
ぶ
子

七
人
の
敵
皆
老
い
ぬ
星
朧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

松
岡　

路
石

囀
や
足
並
み
揃
ふ
女
学
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　

大
金　

游
水

鳥
帰
る
水
面
に
あ
を
し
昼
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

磯
邊　

照
夫

初
蝶
に
今
日
の
日
差
し
の
や
は
ら
か
し　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
門　

正
一

　
　

短　

歌

一
本
の
竿
で
半
日
遊
び
た
り
魚
つ
り
の
孫
の
わ
れ
は
友
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

平
澤　

照
雄

茶
筅
供
養
の
け
む
り
緩
ら
か
に
流
れ
ゆ
く
弥
勒
の
声
の
す
る
と
こ
ろ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　

塚
原　

タ
イ

晩
成
の
吾
子
の
婚
儀
の
納
り
て
遥
か
に
拝
む
桜
島
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

古
沢　
　

実

制
服
の
少
年
少
し
は
に
か
み
て
入
学
式
へ
母
と
連
れ
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

藤
田　

文
代

折
紙
に
て
ハ
ー
ト
の
折
り
方
教
へ
る
と
孫
は
先
生
の
口
調
に
て
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

佐
藤　

節
子

献
体
せ
し
夫
婦
の
名
前
く
き
や
か
な
石
碑
に
春
の
日
ざ
し
明
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

薄
井　

キ
イ

　
　

川　

柳

あ
の
さ
ァ
で
始
ま
る
子
ら
の
困
り
ご
と　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

転
校
に
馴
れ
て
方
言
す
ぐ
覚
え　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

松
原
悠
起
夫

コ
ン
ビ
ニ
の
味
に
染
ま
っ
た
主
婦
の
舌　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

時
代
の
差
わ
た
し
の
色
に
染
め
ら
れ
ず　
　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

大
森　

愛
子

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
友
が
い
る　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

茶
髪
の
子
入
社
試
験
は
黒
に
染
め　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

広
報
文
芸

『
町
長
選
挙
』
奥
田
英
朗
／
著
（
文
藝
春
秋
）

　

離
島
に
赴
任
し
た
精
神
科
医
の
伊
良
部
。
そ

こ
は
、
島
を
二
分
し
て
争
わ
れ
る
町
長
選
挙
の

真
っ
最
中
だ
っ
た
。
伊
良
部
も
そ
の
騒
動
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
い･･･

。
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
」

「
イ
ン
・
ザ
・
プ
ー
ル
」
で
お
馴
染
み
の
、
ト

ン
デ
モ
精
神
科
医
の
暴
走
ぶ
り
健
在
！

◇
『
食
品
の
裏
側
』　

安
部
司
／
著
（
東
洋
経
済
新
報
社
）

◇
『
晩
年
の
美
学
を
求
め
て
』　

曽
野
綾
子
／
著
（
朝
日
新
聞
社
）

◇
『
滅
び
ゆ
く
国
家―

日
本
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か―

』　

立
花
隆
／
著
（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）

◇
『
ヤ
ン
キ
ー
先
生
の
子
供
が
わ
か
ら
な
い
親
た
ち
へ
』  

義
家
弘
介
／
著
（
祥
伝
社
）

◇
『
ま
っ
す
ぐ
に
。
』　

青
木
あ
ざ
み
／
著
（
竹
書
房
）

◇
『
ド
リ
ー
ム
バ
ス
タ
ー　

３
』　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
徳
間
書
店
）

◇
『
今
野
も
ん
じ
ろ
う
（
ゆ
う
ひ
の
丘
の
な
か
ま
５
）
』 

　
　

い
わ
む
ら
か
ず
お
／
さ
く
・
え
（
理
論
社
）

◇
『
モ
ー
イ
イ
ヨ
』　

五
味
太
郎
／
作
（
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）

◇
『
へ
ん
て
こ
り
ん
な
お
る
す
ば
ん
』　

角
野
栄
子
／
作
（
教
育
画
劇
）

ダ
ン
・
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ラ
ウ
ン
／
著
（
角
川
書
店
）

　

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
」
の
作
者
の
デ

ビ
ュ
ー
作
。
史
上
最
強
の
米
情
報
機
関
・
Ｎ
Ｓ

Ａ
、
別
名
パ
ズ
ル
・
パ
レ
ス
。
そ
の
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
狙
わ
れ
た
！　

情
報
化
時

代
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
ス
リ
リ
ン
グ
に
描
き
あ
げ

た
作
品
。

『
パ
ズ
ル
・
パ
レ
ス
』

後
藤
竜
二
／
作　

武
田
美
穂
／
絵
（
ポ
プ
ラ
社
）

　

お
か
あ
さ
ん
、
元
気
で
す
か
。
ぼ
く
は
元
気
で
す
。
母

の
日
な
の
で
、
手
紙
を
か
き
ま
す
。
思
い
切
っ
て
、
言
い

た
い
こ
と
を
書
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
へ
の
言
い
分
が
い
っ

ぱ
い
、
で
も
愛
情
も
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
絵
本
。

『
お
か
あ
さ
ん
、
げ
ん
き
で
す
か
。』

那珂川町
図書館
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町営住宅入居募集

募集住宅

町営大宝地住宅Ｂ－201　３Ｋ
　（馬頭710番地１）　１戸
住宅使用料　22,600円～37,400円
（所得に応じて決定）
入居資格　
・同居している親族または婚約者
　を含む同居しようとする親族の
　ある方
・入居希望親族の総所得が規定基
　準内にある方
・現に住宅に困窮していることが
　明らかな方
・町税などに滞納のない方
・本町に住所を有する方または入
　居の日までに本町に住所を有す
　ることができる方
募集期間　
　平成18年５月22日（月）
　～平成18年６月５日（月）まで
入居期間　
　平成18年６月中旬以降予定
選考方法等　
　入居要件を確認の上、公開抽選
にて選考。抽選日等は募集期間終
了後、後日お知らせいたします。
問い合わせ　
　建設課　管理係
　☎０２８７－９２－１１１８　
　小川支所産業建設課　土木管理係
　☎０２８７－９６－２１１６

「とちぎの環境美化県民運動」

　那珂川町では、毎年５月下旬の
日曜日に「環境美化キャンペー
ン」を実施してきましたが、今年
度から栃木県と連携し、「とちぎ
の環境美化県民運動」として、一
斉清掃を実施することにしまし
た。
　地域社会における町民の交流や
協力を深め“とちぎの人間力”形成を
目指すものです。「ごみゼロの
日」として「とちぎの環境美化県
民運動」県民統一行動日には、県
内全域で一斉清掃が行われます。

　町民の皆さまもぜひ、清掃活動
にご参加くださるようお願いしま
す。
日時　５月28日（日）
　　　午前７時～午前９時まで
場所　町内全域
問い合わせ

　住民生活課　生活環境係
　☎０２８７―９２―１１１２

第１回町民登山

　体力に自信のある方ぜひご参加
ください！　　　
日時　６月25日（日）
　　　荒天時7月2日（日）に延期
集合時間　午前４時
集合場所　総合体育館
コース　　福島県田島町
　　　　　七ヶ岳・羽塩程窪沢
参加人員　25名
（定員になり次第締切ります。）
参加費　３,０００円
申し込み・問い合わせ

　6月 9日（金）までに総合体育館へ
　☎０２８７－９２－５６１１

有害鳥獣捕獲

　銃器による有害鳥獣捕獲を実施
しますので、ご協力をお願いしま
す。
期日　5月 7日（日）・20日（土）・
　　　21日（日）
捕獲区域　那珂川町全域
捕獲鳥獣　ハシブトガラス・ハシ
　　　　　ボソガラス・カルガモ
問い合わせ　

農林振興課　☎0287―92―1113
小川支所産業建設課
　　　　　　☎0287―96―2116

住宅新築の方へ

　八溝材の家づくり
　　　　　－町が応援します－
　八溝材の需要拡大を図るため、
八溝材を使用して建てられた木造
住宅に最高30万円の補助金（那珂
川町木材需要拡大事業補助金）が
町から交付されます。八溝材とは

町内で生産または町内の木材業者
が取り扱った八溝産材を対象とし
ます。
交付条件は

・個人が建築または購入する木造
　住宅（共同住宅は除く。）
・使用木材の60％以上が八溝材で
　あること。
・延床面積の1/2以上が住居の用に
　供する住宅であること。
・町内に住民登録をしていること。
交付額は

　新築住宅の床面積１平方メート
ルにつき2,000円で、最高限度額は
30万円です。
　たとえば30坪で198,000円
　40坪で264,000円
　50坪で300,000円（限度額）に
なります。
問い合わせ　
　農林振興課　農林整備係
　☎０２８７―９２―１１１３

県出先機関の所管区域が

変わります。

　特定不妊治療費の助成申請及び
不妊専門相談については、これま
で県東健康福祉センターで受け付
けていましたが、4月から県北健康
福祉センターの所管に変更になり
ました。
　また、低出生体重児届（体重
2,500ｇ未満の赤ちゃんが生まれた
ときに届出）についても県北健康
福祉センターへ提出することにな
ります。
　なお、育成医療、養育医療等に
ついても、県北健康福祉センター
の所管となりますが、申請は従来
どおり烏山健康福祉センターで受
け付けます。
問い合わせ

　県東健康福祉センター健康福祉課
　　☎0285－82－3321（代）
　県北健康福祉センター健康福祉課
　　☎0287－22－2259
　烏山健康福祉センター保健衛生課
　　☎0287－82－2231（代）

お知らせ
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口座振替で納税ＯＫ！

　自動車税と個人事業税の納税に
口座振替をご利用いただけます。
ぜひ便利な口座振替をご活用くだ
さい。
 ・足利銀行全店及び栃木県内の金
　融機関の本店・支店・出張所の
　口座が利用できます。（郵便局は、
　利用できません。）
 ・預金口座振替依頼書は、金融機
　関や県税事務所にありますので、
　その用紙に預金通帳にご使用の
　印鑑を押してお申し込みくださ
　い。郵送でも受け付けています。
 ・口座振替の開始時期は、自動車税
　については平成 19 年度分から、
　個人事業税については次期分移
　行からとなります。
 ・口座振替の領収書は、振替日の
　10日あとに郵送となります。
 ・ご不明な点がありましたら、矢
　板県税事務所までご連絡くださ
　い。
※すでに口座振替をお申し込みさ
　れている方、振替口座の残高の
　確認をお願いします。口座を解
　約された方、矢板県税事務所ま
　でご連絡ください。
　矢板県税事務所管理課
　☎０２８７－４３－２１７１

電話加入（利用）権公売

　矢板県税事務所では、県税の滞
納により差し押さえた電話加入（利
用）権の公売を行います。
公売日時　5月 23日（火）
　　　　　午後１時 30分から
（10分前にお集まりください。）

場所　栃木県庁塩谷庁舎 101 会議室
持参物　印鑑、買受代金（代理人
　　　　の場合には委任状が必要
　　　　です。）
問い合わせ

　矢板県税事務所収税課
　☎ 0287 － 43－ 2171

（財）栃木県育英会が奨学生募集！

　（財）栃木県育英会では、平成
18 年 4 月に高等学校（盲・ろう・
養護学校を含む。）または修業年限
2年以上の専修学校高等課程の第 1
学年、第 2学年に在学している人
を対象に奨学生を募集します。
募集期間　5月 22日（月）～

　　　　　6月 20日（火）
願書等配布先　
　5月中に県内高等学校等、市町村
教育委員会、県教育事務所、県民
センター、県民相談室に配布しま
す。
問い合わせ　
　（財）栃木県育英会事務局
　☎０２８－６２３―３４５９
　ホームページ
　http://www16.ocn.ne.jp/^tochiiku/
お願い

　栃木県育英会では、奨学金の貸
付原資となる善意の寄付金を募集
しています。1人でも多くの方にご
支援いただきたくお願い申し上げ
ます。なお、寄付金の振込み書等
については、お住まいの市町村教
育委員会に送付してあります。詳
細は育英会事務局までお問い合わ
せください。

南那須養護学校運動会開催

　栃木県立南那須養護学校では障
害児教育への理解と認識を深めて
いただくため学校見学会の一環と
して運動会を開催いたします。見
学者の方々の参加種目も用意して
おりますので、ぜひご参加くださ
い。皆さんのお越しをお待ちして
おります。
日時　5月 20日（土）
　　　午前９時 50分～午後 2時まで
場所　栃木県立南那須養護学校
　　　グラウンド
　　　那須烏山市藤田 1181-152
問い合わせ　
　栃木県立南那須養護学校
　☎ 0287 － 88－ 7571
※見学を希望される方は事前に学

　校にお申し込みください。
日時　① 6月 28日（水）9時集合
　　　② 7月 5日（水）9時集合
会場　栃木県烏山青年の家
対象　県内在住者（パソコン初心者）
定員　15名（先着順）
費用　各回 700 円
　　　（昼食代 , 用紙代等）
内容　①パソコンの基本操作
　　　②暑中見舞いを作ろう
申込期間　5月 2日（火）～
　　　　　6月 20日（火）まで
申込先　栃木県烏山青年の家
　　　　☎ 0287 － 82－ 3142

動物取扱い業が「届け出制」

から「登録制」になります

　平成 18 年 6 月 1 日から、一部
改正された「動物の愛護及び管理
に関する法律」が施行されます。
　これに伴い、動物取扱い業者の
方は登録手続きが必要です。新た
に規制対象となる方だけでなく、
これまでに届け出手続きが必要と
なりますのでご注意ください。
法改正の要点

・「登録の基準」などを満たさな
　い業者の登録の拒否や業務停止
　命令を受けることがあります。
・「動物取扱い責任者」の選任及
　び研修会の受講が義務づけられ
　ます。
・氏名や登録番号、動物取扱い責
　任者等を記載した「標識」の掲
　示が義務づけられます。
・広告にも登録番号等の掲載が必
　要です。
対象となる動物の種類

哺乳類：犬、ねこ、ウサギ、ハム
　　　　 スターなど
鳥　類：インコ、オウム、カナリ
　　　　 ヤ、ニワトリなど
爬虫類：カメ、トカゲ、ヘビ、ワ
　　　　 ニなど
問い合わせ　
　栃木県動物愛護指導センター
　☎ 028 － 684 ― 5458

お知らせ
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那珂川町戦没者・消防殉職者

合同追悼式開催

日時　５月 25日（木）午前 10時
会場　小川総合福祉センター
　　　（あじさいホール）
問い合わせ　住民生活課
　☎０２８７―９２―１１１２

警察官採用試験案内

募集職種　
・警察官〔大学卒業者〕
・警察官〔特別区分～国際（タイ語）・
　財務・情報〕
採用予定日　平成 19年 4月 1日
※ただし、栃木県を第一志望した
　大学既卒者（男性）は、平成 18
　年 10月 1日採用予定
受付期間　5月 8日～６月５日
第１次試験　７月９日（日）
受験対象年齢　昭和 48年４月２日
～昭和６０年４月１日生まれの者
詳しい受験資格・申込方法等は、
警察署または駐在所へお問い合わ
せください。
問い合わせ　那珂川警察署
　☎０２８７－９２－０１１０

栃木県政世論調査にご協力を！

　県では、県内にお住まいの 20歳
以上の方 2,000 名を対象に、5 月
19 日（金）から 6月 9日（金）ま
で栃木県政世論調査を実施します。
　この調査は、暮らしや県政への
要望などについて、県民の皆さま
が日ごろ感じていることをお伺い
し、「活力と美しさに満ちた郷土 “と

ちぎ”」を皆さまとともに築きあげ
ていけるよう、県政施策の基礎資
料とさせていただくために行うも
のです。
　調査をお願いする方は、栃木県
全域から無作為に抽出させていた
だいた上で、調査票を郵送いたし
ますので、その際はぜひご協力を
お願いいたします。
　なお、お答えいただきました個
人の情報などは、この調査目的以
外には一切使用しませんので、個
人のお名前が出るなどしてご迷惑
をおかけするようなことは絶対に
ありません。
　詳しいことは、県広報課（☎
０２８－６２３－２１５８）にお
問い合わせください。

建設業経営巡回相談

　県では、建設業者からの経営状
況・経営資源の分析や経営改善、
新分野進出等に関する相談に応じ
るため、中小企業診断士等による
巡回相談窓口を烏山土木事務所で
開催します。
　相談は無料で、相談企業名や相
談内容が外部に漏れることは一切
ありませんので、自社の経営に関
してのアドバイスを受けたい方は、
気軽にご利用ください。
　なお、電話による相談も受け付
けています。
開設日　5月 16日（火）
　　　　13時～ 16時
問い合わせ　烏山土木事務所
　☎０２８７－８３－１３２１

あなたも中国へ留学し、帰国後に

その経験を栃木県と浙江省との国

際交流に役立ててみませんか？　

浙江省友好交流員の募集

派遣期間　平成 18年 9月から平成
　　　　　19年２月（６ヵ月間）
派遣先　中華人民共和国
研修内容　
・浙江大学国際教育学院の中国語・
　中国文化進修課程（半年）に入
　学し、中国語等の研修を受講す
　る。
募集人数　２名程度
応募期限　5月 26日（金）
問い合わせ　
　栃木県生活環境部国際交流課
　☎０２８－６２３－２１６３

小学生から高校生のための

夏休み海外派遣参加者募集

　文部科学省所管の財団法人国際
青少年研修協会では、12 事業の参
加者を募集しています。
派遣先　米国、英国、豪州など
対象　小学 3年～高校 3年の方まで
参加費　14.5 ～ 49.8 万円
　　　　（共通経費は別途）
問い合わせ

　（財）国際青少年研修協会
　☎０３－３３５９－８４２１
　URL　http://www.kskk.or.jp

お知らせ
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岡
か
よ
子
様
（
久
那
瀬
）
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馬頭郷土資料館第２回企画展
写真と拓本による「郷土の文学碑」

　町内の石碑に刻んである俳句や
短歌をご紹介します。この機会に
一味違った郷土探索の手がかりに
してはいかがでしょうか。
開催期間　４月 29日（土）～
　　　　　５月 28日（日）
開館時間　午前 9時～午後 5時
　　　　　（入館は 4時 30分まで）
休 館 日　月曜日・第３日曜日
問い合わせ　馬頭郷土資料館
　☎０２８７－９２－１１０３

那珂川町農業委員会委員選挙

　市町村合併の特例による在任特
例の任期満了により那珂川町農業
委員会委員選挙が行われます。（市
町村合併の特例等に関する法律第
11条の適用）
　選挙区、定数は次のとおりです。
第１選挙区（馬頭地区）　12人
第２選挙区（小川地区）　 ８ 人　
立候補予定者説明会

日時　６月２日（金）
　　　午後１時３０分～
場所　山村開発センター

立候補者届出事前審査

日時　６月８日（木）　
　　　午前９時～正午
場所　役場会議室
告示日、立候補届出日

日時　６月２０日（火）
　　　午前８時 30分～午後５時　
場所　役場会議室
投票日　６月２５日（日）
　　　　午前７時～午後８時
　詳しくは、那珂川町選挙管理委
員会までお問い合わせください。
那珂川町選挙管理委員会　
　☎０２８７－９２－１１１１

那珂川町シルバー人材センターが発足
　４月１日、社団法人馬頭町シルバー人材センターと社団法人小川町シル
バー人材センターが合併し、社団法人那珂川町シルバー人材センターが発
足しました。合併により、拡大される多用なニーズに応えるため、地域に
根ざしたシルバー人材センターとして最大限の努力をして参りますので、
ご理解ご協力をお願いします。また、年間を通して会員を募集しておりま
すので町内在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方、ぜひお待ちして
おります。※シルバー人材センターの利用料金は、下記のとおりです。

職種別見積基準表

お知らせ
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新緑が鮮やかな季節になりま
した。
元気にあそびにきてください。
行事にも気軽に参加してネ！

なかよしひろば
・５月18日（木）午前10：00～
　小さいお友だちと保護者のみなさん一緒に楽し
　く遊びましょう。
　初めての方もぜひお気軽に参加してください。
　参加費　50円（おやつ代）
　申し込み　17日（水）まで

映画会
・５月20日（土）午前9：30～
　内容　「モンスターズ・インク」
　お友だちを誘ってみんなできてね。

チャレンジゲーム大会
・５月27日（土）午前10：00～
　いろいろなゲームにチャレンジ！
　最高記録は誰かな？ぜひ挑戦してね。
　参加申し込み　25日（木）まで

生け花教室
・５月27日（土）午後１：30～
　お家の玄関や床の間などにお花をかざりましょ
　う。はじめてでも大丈夫！
　ただ今、新会員募集中です。
　・講師　森嶋恵美子先生
　・費用　花代　700円
　・申し込み　24日（木）まで

なかよしひろば
・６月２日（金）午前10：00～
　しゃぼんだまあそびをしよう。
　参加費　50円
　申し込み　５月31日（水）まで

・６月10日（土）午前10：00～
　伝承折り紙や遊べる折り紙などを楽しく作ろう。

折り紙教室

「児童館」
5月16日～6月15日

のお休み
開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・５月18日（木）10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

高校生ボランティアのおはなし会
・６月３日（土）10：30～
　アンパンマンの紙しばいや楽しいおはなしがい
　っぱい。おはなしのあとには、たのしい工作教
　室があります。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

婦人ボランティアのおはなし会
・６月10日（土）14：00～
　おはなしじょうずなボランティアさんが、昔ば
　なしの絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

読　書　会
・６月14日（水）13：30～
　テキスト「清貧の思想」中野孝次／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

今
月
の
表
紙

日 月 火
5/16 17 18 19 20

24 25 2621 22 23 27

31 6/1 ２28 29 30 ３

７ ８ ９４ ５ ６ 10

14 1511 12 13

水 木 金 土

広報なかがわ　平成18年5月10日

　

四
月
十
一
日
、
満
開
の
桜
の
下

で
行
わ
れ
た
馬
頭
小
学
校
の
入
学

式
。

　

大
き
な
期
待
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
の

不
安
が
つ
ま
っ
た
胸
に
新
し
い
名

札
を
お
母
さ
ん
に
つ
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
新
入
生
は
来
賓
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
、
先
生
た
ち
か
ら

大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
校
長

や
来
賓
の
方
々
の
お
話
を
緊
張
し

た
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元
気
に
返
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
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う
ぶ
ご
え

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

渡
邊　

結ゆ

な心　
　

勲　
　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

麻　

衣

森
島　

乃な

る夢　

保　

二　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

好　

江

永
森　

光こ
う
き騎　

裕　

也　

小　

川

　
　
　
　
　
　

淳　

子

永
森　

将し
ょ
う
た大　
　

昇　
　

小　

川

　
　
　
　
　
　

優　

子

大
金　

淳あ
つ
し嗣　

宣　

之　

小　

川

　
　
　
　
　
　

範　

子

井
上　

星せ

な凪　

拓　

也　

小　

川

　
　
　
　
　
　

あ
ゆ
み

佐
藤　

寧し
ず
ね祢　
　

浩　
　

谷　

田

　
　
　
　
　
　

恵　

子

細
澤
さ
く
ら　

倫　

章　

三　

輪

　
　
　
　
　
　

明　

美

５月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　10,129 人（－ 44）
 　女　10,160 人（－ 35）
 　計　20,289 人（－ 79）
 世帯数  5,979　   （－  5 ）

（　）内は前月との比較

４月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　10,173 人（－ 18）
 　女　10,195 人（－ 22）
 　計　20,368 人（－ 40）
 世帯数  5,984　   （＋ ２ ）

（　）内は前月との比較

お
詫
び
と
訂
正

　

四
月
号
に
掲
載
し
た
人
口
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
く
や
み

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　　
（
住
所
）

岩
倉　

春
江 　
（
82
）　  

馬　

頭

鈴
木　

貞
子 　
（
86
）　  

馬　

頭

鈴
木　

龜
子 　
（
89
）　  

健　

武

山
口
日
出
子 　
（
64
）　  

健　

武

五
十
嵐　

江 　
（
77
）　  

久
那
瀬

佐
藤　

文
男 　
（
62
）　  

松　

野

小
口　

正
一 　
（
76
）　  

松　

野

塚
原　
　

次 　
（
94
）　  

富　

山

髙
橋　

ミ
ノ 　
（
77
）　  

谷　

川

屋
代
キ
ク
ヱ 　
（
82
）　  

大
山
田
下
郷

山
根　

一
郎 　
（
62
）　  

小　

砂

伊
藤　

義
夫 　
（
54
）　  

小　

川

川
上　

宗
男 　
（
62
）　  

小　

川

佐
藤　

政
之 　
（
69
）　  

小　

川

小
泉　
　

充 　
（
74
）　  

小　

川

船
見　
　

登 　
（
79
）　  

小　

川

船
見　

ハ
ナ 　
（
91
）　  

小　

川

岸　
　

ツ
ヤ 　
（
91
）　  

片　

平

岡
下
ア
ヤ
子 　
（
58
）　  

高　

岡

益
子　

勇
一 　
（
60
）　  

三　

輪

伴　

キ
ノ
イ 　
（
85
）　  

浄
法
寺

焼

�

物

�

歴

史

小砂古窯跡群出土の須恵器

古代役人の文房具（円面硯は小砂古窯跡群出土）

　

緑
の
葉
の
美
し
い
さ
わ
や
か
な

季
節
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
出
か
け

た
く
な
り
ま
す
ね
。
馬
頭
の
小
砂

地
区
へ
向
か
っ
て
い
く
と
、
た
く

さ
ん
の
小
砂
焼
の
窯
元
が
あ
り
ま

す
。
小
砂
焼
を
買
う
だ
け
で
な
く
、

自
分
で
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
窯
も
あ
り
ま
す
。

　

小
砂
焼
は
、
今
か
ら
一
七
〇
年
程

前
の
一
、八
三
三
年
に
、
領
内
で
の

陶
器
生
産
を
め
ざ
し
た
水
戸
藩
主

徳
川
斉
昭な
り
あ
き公
に
よ
り
良
質
の
粘
土

が
見
つ
け
ら
れ
て
始
ま
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
粘
土
を
水

戸
ま
で
運
ん
で
焼
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
幕
末
の
一
、八
五
〇
年
代

に
小
砂
で
御
用
陶
器
と
し
て
焼
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
民
間

の
窯
も
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
で
も
、
地
域
の
伝
統
工

芸
品
と
し
て
私
た
ち
に
は
な
じ
み

が
深
い
焼
き
物
で
す
。

　

小
砂
の
粘
土
は
古
く
か
ら
知
ら

れ
て
お
り
、
小
砂
で
焼
き
物
が
焼
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
遥は
る

か
昔

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
す
で
に
今

か
ら
一
、二
五
〇
年
前
ご
ろ
に
は
、

こ
こ
で
窯
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
遺
跡
が
、
現
在
の
国
山

窯
の
敷
地
内
に
あ
る
小
砂
古
窯
跡

群
で
す
。
こ
こ
で
は
奈
良
時
代
中

ご
ろ
か
ら
平
安
時
代
初
め
に
か
け

て
、
登
窯
を
築
い
て
須す

恵え

器き

と
い

う
硬
い
土
器
が
焼
か
れ
て
い
ま
し

た
。
小
砂
古
窯
跡
群
の
発
掘
で
は
、

須
恵
器
の
坏つ
き

（
皿
よ
り
も
や
や
深

い
器
）、
盤ば
ん

（
皿
よ
り
も
浅
く
や
や

大
き
い
器
）、
壺
、
瓦
、
円え
ん
め
ん
け
ん

面
硯
（
丸

い
形
を
し
た
硯
）
な
ど
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
焼
か
れ
た
土
器
は
ど
こ

で
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
硯
す
ず
り

は
、
墨
と
筆
と
と
も
に
文
字
を
書

く
時
に
使
う
道
具
で
、
文
字
を
扱

う
役
所
な
ど
で
使
わ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
砂
古
窯

跡
群
で
焼
か
れ
た
土
器
は
、
那
珂

川
を
挟
ん
で
、
旧
小
川
町
の
梅
曽

地
区
に
あ
る
那
須
郡ぐ
ん

衙が

跡
を
中
心
に
使
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

那
須
郡
衙
は
那
須
地
域

全
体
を
ま
と
め
る
郡
の

役
所
で
、
近
く
に
は
奈

良
時
代
の
都
平
城
京
と

東
北
地
方
を
結
ぶ
幹
線

道
路
、
東
山
道
が
通
っ

て
い
ま
し
た
。
小
砂
古

窯
は
、
こ
の
郡
衙
で
使
う
た
め
の

土
器
を
焼
い
て
い
ま
し
た
。

　

馬
頭
で
は
も
う
一
カ
所
、
国
道

二
九
三
号
線
の
バ
ス
停
「
川
崎
入

口
」
近
く
に
、
荒
神
平
窯
跡
と
い

う
窯
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も

奈
良
時
代
に
登
窯
が
築
か
れ
、
瓦

が
焼
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
瓦

も
那
須
郡
衙
の
屋
根
を
葺
く
の
に

使
わ
れ
ま
し
た
。

　

馬
頭
の
窯
業
は
、
那
須
郡
衙
の
た

め
の
も
の
で
し
た
。
つ
ま
り
平
城

京
を
中
心
と
す
る
統
治
機
関
が
中

心
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
、
こ
の
地
を

や
き
も
の
に
適
し
た
場
所
と
し
て

選
び
出
し
た
の
で
す
。
こ
の
地
は

燃
料
と
な
る
八
溝
山
地
の
豊
か
な

森
林
と
、
良
質
の
粘
土
と
、
窯
業

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
が
そ
ろ
っ

た
一
大
窯
業
産
地
だ
っ
た
の
で
す
。

　

馬
頭
の
焼
き
物
は
、
こ
の
よ
う

に
奈
良
時
代
か
ら
続
く
長
い
歴
史

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

学
芸
員　

永
森　

裕
子
）



No.8　平成18年5月10日号　　●編集／企画財政課　☎0287-92-1114　Fax0287-92-1316
●発行／那珂川町役場／栃木県那須郡那珂川町馬頭409　URL http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp

那珂川町合併記念特別展

江戸の庶民 POWER！

　ここに古
こ

伊
い

万
ま

里
り

の鉢が１つ。見
み

込
こみ

（皿の内面）部分に、オランダ船が

３艘
そう

、そして（写真では隠れていま

すが）鉢の側面に２艘、合計５艘が

描かれているデザインなので「五
ご

艘
そう

船
せん

手
で

」と呼ばれるものです。さらに

赤や紫、緑、青、金で彩られた見込

縁部にはパイプやステッキを手にし

たオランダ人が描かれています。磁

器とオランダ。不思議な組み合わせ

です。

　伊万里焼は 17 世紀初頭、現在の

佐賀県有田町で生産が始まった磁

器で、有田や周辺一帯の焼物が伊万里焼として、

伊万里港から国内各地に広まっていきました。

しかしなんといっても伊万里焼の発展を促
うなが

した

のは、17世紀半ばから行われたヨーロッパ各地

への大量輸出。これを手がけたのが実はオラン

ダ商船だったのです。伊万里焼とオランダには

深い関わりがあったというわけです。

　本作品は、国内向けの商品だったのでしょう。

オランダを題材にした物珍しさが喜ばれたに違

いありません。オランダ人の表情、ヨーロッパ

の紋章風にアレンジされた牡丹紋…。湾曲した

周縁部に筆を運ぶ労力と技術を思うと、この紋

様の描きこみには驚くばかりです。

　さて、ちょっと派手なこの鉢、何を盛りつけ

るのが相
ふさ わ

応しいでしょう？伊万里金
きんらんで

襴手の代表

的作品で、重要文化財の指定も受けている逸品

ですから、実際には使用することはできません

が、想像は自由！あなたなら、どうやって使い

ますか？

※この作品は６月４日まで那珂川町馬頭広重美

　術館で開催の、那珂川町合併記念特別展「江

　戸の庶民 POWER！―サントリー美術館所蔵風

　俗画と浮世絵―」に出品されています。

（学芸員　津田　卓子）

重要文化財「色絵五艘船文独楽形鉢」高 9.7cm　口径 37.0cm 高台径 20.4cm 
18 世紀後半　サントリー美術館所蔵

―サントリー美術館所蔵　風俗画と浮世絵―

第8 回

ミニ
ギャラリー今回で３回目となった観光写真

コンテスト。応募作品 111 点
の中から選ばれた 14点の中に
那珂川町の 2人の作品が見事
に入選しました。おめでとうご
ざいます。

「色
いろ

絵
え

五
ご

艘
そう

船
せん

文
もん

独
こ

楽
ま

形
がた

鉢
ばち

」

「ばとうの観光写真
コンテスト受賞作品」

朝
霧
の
里　

菊
池
専
一
郎
さ
ん　
（
矢
又
）

た
け
の
こ
祭　

青
木
信
夫
さ
ん
（
小
川
）


